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史
学
研
究
会
大
会
　
　
予
告

左
記
日
程
に
よ
り
、
昭
和
三
十
六
年
度
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
十
隔
月
一
日
（
水
）
　
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
　
《
見
学
会
》
　
天
理
探
訪
　
　
　
講
師
梅
原
末
治
氏

　
　
　
天
理
参
考
館
・
天
理
図
書
館
に
は
、
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
考
古
学
・
民
族
学
・
属
俗
学
・
歴
史
学
関
係
等
の
資
料
が
多
数
蔵

　
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
館
の
御
好
意
に
よ
り
、
特
別
見
学
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
会
費
　
　
　
六
〇
〇
円
（
昼
食
費
を
含
む
）

　
　
　
※
参
加
御
希
望
の
方
は
、
会
費
を
添
え
て
、
十
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
込
下
さ
い
。
当
日
お
中
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇
十
隔
月
二
日
（
木
）
　
午
後
一
時
～
四
時

《
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会
》

（講　演）

◇
十
一
月
三
日

A誠

古
代
呆
の
水
銀
文
化
　
　
　
　
　
鴛
昊
群

　
　
　
i
中
国
水
銀
鉱
業
史
研
究
序
説
一

河
系
の
文
化
　
　
　
　
　
　
撚
阪
市
昊
騨

　
　
　
i
わ
が
国
古
代
に
お
け
る
土
地
開
拓
を
中
心
と
し
て
一

（
祝
）
　
午
前
九
時
よ
り

《
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
各
大
会
》

　
（
備
考
）
大
会
出
席
の
た
め
、
出
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
本
会
母
御
連
絡
下
さ
い
。

員

各

位

史

学

於
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

松
　
　
田
　
寿
　
　
男
氏

渡
　
　
辺
　
久
　
　
雄
氏

研

究

A眠
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公営田と調庸制（村井）

が
こ
れ
に
対
応
す
る
。

囁
⑤
調
庸
制
↓
交
易
制
↓
臨
時
雑
役
綱
と
い
う
推
転
の
結
果
現
わ
れ

た
新
・
り
た
占
な
収
取
体
系
ぽ
か
、
院
政
燗
期
の
在
家
役
湖
制
と
も
い
・
り
べ
き
も

の
で
、
土
地
支
配
を
逓
じ
て
実
現
さ
れ
る
在
家
（
人
闘
）
支
配
に
基

づ
き
、
手
工
業
生
産
物
を
代
価
な
し
で
一
方
的
に
公
事
と
し
て
収
取

す
る
方
法
で
あ
る
。

　
取
上
げ
よ
う
と
し
て
残
し
た
問
題
は
な
お
多
々
あ
り
、
又
考
察
不

充
分
な
点
や
誤
謬
も
少
く
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
次
の

機
会
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
文
中
先
学
に
対
し
て
犯
し
た
非
礼
を
御
殿
び

す
る
と
共
に
、
本
稿
に
対
す
る
御
叱
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
三
六
年
六
月
一
一
詩
藻
都
大
学
読
史
会
春
季
大
会

（
於
楽
友
会
館
）
で
発
蓑
し
た
草
稿
に
基
づ
い
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

横樋大様牧宮野片竺村

執
三
者
紹
介

井
．
康

沙
雅

山
　
詰

碁
　
宣

　
死

日
　
潮

島
隆

灘
　
隆

出
　
浩

一康雄渦二満雄子章彦
京
都
女
子
大
学
助
教
授

京
都
大
学
助
手

大
阪
大
学
習
学
院
学
生

京
都
大
学
大
学
院
学
生

大
阪
学
芸
大
学
教
授

龍
谷
大
学
教
授

立
命
館
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
助
手
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の
、
一
二
〇
〇
頁
に
及
ぶ
本
君
が
上
緯
さ
れ
た
。

　
内
容
は
「
歴
史
」
（
一
一
三
〇
頁
）
、
　
「
現
代
三
会
）

（
一
九
〇
頁
）
「
文
化
財
・
畏
俗
・
人
物
偏
（
一
八
○

頁
）
「
地
理
」
（
二
三
〇
頁
）
「
資
料
王
、
古
文
書
類
」

（
二
三
〇
頁
）
「
資
料
X
、
地
理
部
門
」
（
七
〇
頁
）

の
諸
篇
か
ら
成
り
、
末
尾
に
国
史
と
対
照
さ
れ
た
年

表
が
附
さ
れ
て
い
る
。
　
「
丹
生
郡
の
霞
然
と
人
文
の

あ
ら
ゆ
る
面
を
過
去
と
現
在
に
亘
っ
て
一
通
り
知
っ

て
も
ら
う
為
の
一
般
的
読
物
」
た
る
べ
く
簡
潔
で

「
平
易
な
叙
述
」
を
意
麟
し
た
編
者
の
配
慮
が
、
す

み
ず
み
ま
で
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
が
、
そ
の
上
に
な

お
、
編
者
が
謙
虚
に
、
し
か
し
誇
ら
か
に
述
べ
る
よ

う
に
、
歴
史
篇
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
新
し
い
考

説
、
罠
俗
篇
に
お
い
て
斑
謡
の
楽
譜
を
掲
載
し
た
と

い
う
漸
し
い
試
み
、
地
理
篇
に
お
け
る
地
図
、
写

真
、
グ
ラ
フ
の
存
分
な
活
用
等
の
特
色
を
も
つ
て
、

変
化
に
富
む
構
成
に
苦
心
さ
れ
た
あ
と
が
窺
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
〃
読
ま
せ
る
郷
土
史
”
の
ほ
か
に
、

今
一
つ
の
大
き
な
麟
色
は
、
郷
土
史
料
の
集
大
成
と

い
う
面
に
あ
る
。
四
〇
〇
点
を
越
え
る
既
刊
・
未
刊

の
古
文
書
と
、
三
七
項
露
に
亘
る
数
表
を
中
心
と
し

て
地
理
関
係
資
料
は
、
研
究
看
に
と
っ
て
も
極
め
て

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
大
正
一
五
年
七
月
に
郡
鋼
が
廃
止
さ
れ
て
以

来
、
郡
の
行
政
酌
な
単
位
性
は
も
と
よ
り
、
地
域
単

位
と
し
て
の
意
味
も
口
に
日
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現

状
は
否
め
な
い
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
事
実
を
認
め

つ
つ
、
し
か
も
な
お
郷
土
と
し
て
の
〃
わ
が
郡
”
を

見
つ
め
、
　
「
将
来
子
孫
に
伝
え
る
と
共
に
本
郡
の
教

育
・
産
業
等
の
啓
発
の
資
に
充
て
」
ん
と
し
て
、
足

か
け
六
年
の
歳
月
を
費
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
近
年
陵
続
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
す
ぐ
れ
た
地
方

史
女
中
の
一
雄
篇
と
し
て
本
書
が
加
わ
っ
た
こ
と
を

慶
び
た
い
。
　
（
A
5
版
一
｝
五
脳
頁
　
昭
和
三
X
年

一
二
月
　
丹
生
郡
町
村
会
発
行
）
　
（
足
利
健
亮
）

『
史
林
』
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ

　
一
の
お
知
ら
せ

◇
左
証
の
各
号
に
限
り
、
小
数
在
庫
い
た
し
ま
す
か

　
ら
、
せ
い
ぜ
い
御
利
押
下
さ
い
。

◇
御
申
込
に
は
、
定
価
の
他
に
送
料
を
添
え
て
、
必

　
ら
ず
前
金
に
て
御
願
い
た
し
ま
す
。
．

〈、

覧
ｿ
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
定
価
一
〇
〇
円
ま
で
　
　
　
二
〇
円

　
　
定
価
一
四
〇
円
以
上
　
　
　
四
〇
円

（
　
）
内
は
定
価

三
三
巻
　
一
・
二
・
五
（
各
八
○
円
）

三
四
巻
　
一
・
二
含
併
（
一
、
四
〇
円
）
四
（
一
〇
〇

　
　
　
　
円
）

三
幽
ハ
巻
　
　
一
・
二
（
各
一
〇
〇
円
）

三
八
巻
　
二
野
ニ
・
四
・
五
（
以
上
各
一
〇
〇
円
）

　
　
　
　
六
（
二
霊
一
〇
円
）

一［

鼡
繩
ｪ
　
　
瓢
一
・
閃
［
・
五
（
蕃
土
各
一
〇
∩
）
照
口
）
　
．
六

　
　
　
　
（
二
〇
〇
円
）

四
〇
巻
一
・
五
（
以
上
各
一
〇
〇
円
）
・
六
（
二

　
　
　
　
〇
〇
円
）

四
一
巻
　
　
一
・
二
・
三
・
四
・
五
（
以
上
各
一
〇
〇

　
　
　
　
㎜
目
）
　
六
　
（
蕊
∴
）
ρ
　
冒
㎜
U
）

四
二
巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
（
以
上
登

172・　（826＞



　
　
　
　
八
0
円
）

四
三
巻
　
　
一
　
・
工
・
一
工
・
四
。
五
。
六
（
以
ト
一
宇
一

　
　
　
　
八
○
円
）

四
四
巻
　
一
・
二
・
三
・
四
（
以
上
各
一
八
○
円
）

総
屋
録
（
一
巻
～
四
〇
巻
）
　
（
二
〇
〇
円
）

「
図
嚢
記
」
送
料
変
更
の
お
知
ら
せ

鹿
苑
寺
発
行
・
当
会
取
扱
「
隔
嚢
記
」
は
、
従
来

送
料
八
○
円
に
て
お
送
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

郵
送
料
の
大
幅
値
上
げ
に
よ
り
ま
し
て
、
次
の
障

り
改
訂
い
た
し
ま
す
。
御
了
承
下
さ
い
。

　
　
旧
送
料
　
　
　
一
部
当
り
　
八
○
円

　
　
新
送
料
　
　
　
〃
　
　
㎜
三
〇
円

な
お
、
一
～
四
巻
と
も
、
小
数
在
庫
い
た
し
ま
す

（
頒
価
各
二
、
○
○
○
円
）
。

趨
編
集
後
記
田

．
本
帰
に
収
載
し
た
諸
論
考
の
う
ち
、
宮
用
満
氏
の

「網，

ｾ
閤
検
地
論
無
の
批
判
に
答
え
る
」
は
、
需
評
の

あ
り
方
を
反
省
す
る
意
味
か
ら
、
日
本
史
専
攻
い
が

ム
筑

止口

前
号
会
告
に
て
お
願
い
た
し
ま
し
た
通
り
、
最
透
の
印
刷
費
及
び
郵
送
料
の
値
上
が
り
に

よ
り
、
本
会
の
財
政
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
に
い
た
り
ま
し
た
の
で
、
本
会
会
費
を
、

昭
和
舟
六
年
九
月
よ
り
次
の
通
り
値
上
げ
い
た
し
ま
す
。
働
了
解
を
お
願
い
た
し
ま
す
め

旧
会
費

新
会
費

旧
定
価

新
定
価

年
額

年
額
　
【
、

　
一
志
当
り

一
部
当
り

追
而
、
す
で
に
お
払
込
ず
み
の
会
費
は
、
本
号
よ
り
、

の
割
に
て
計
算
い
た
し
ま
す
。

よ
う
、
特
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
会
員
各
位

九
〇
〇
円

二
〇
〇
円

　
一
八
○
円

二
〇
〇
円
（
送
料
四
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
史
林
」
一
冊
あ
た
り
二
〇
〇
門

な
お
、
会
費
滞
納
の
方
に
は
、
至
急
御
納
入
下
さ
い
ま
す

史
　
学
　
硬
　
究
　
会

い
の
方
が
た
に
も
、
と
く
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
書
評
の
な
か
に
は
、
宮
川
氏
の
場
合

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
一
二
八
ペ
ー
ジ
）
、

批
評
の
対
象
と
す
る
著
書
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し

な
い
で
批
評
し
て
い
る
事
例
も
見
か
け
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
態
が
起
る
原
因
は
、
根
本
酌
に
は
、
批
評

者
の
著
者
な
い
し
は
銀
縁
そ
の
も
の
に
対
す
る
態
度

に
由
来
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
吾
輩
の
一
半

は
、
宮
用
氏
の
例
に
端
的
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
（
一

二
七
ペ
ー
ジ
）
、
三
川
氏
の
著
書
は
昭
和
3
4
年
4
月

刊
）
、
本
の
発
行
か
ら
数
ヵ
月
い
な
い
に
書
評
が
発

表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
本
を
読
ん
だ
の
は
、
さ
ら
に
短
い
期
間
で
す
。
数

年
な
い
し
は
十
数
年
を
費
し
て
具
体
化
さ
れ
た
学
問

的
な
成
果
で
す
か
ら
、
も
っ
と
時
闘
を
か
け
て
研
究

し
、
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
批
評
す
る
習
潰
を
も

ち
た
い
も
の
で
す
。
　
（
小
野
山
簾
）

九九
六六

年年
九八
月月

日El

発印
行刷

史

発
行
所

陶
醐
所

定
価
｝
　
O
O
円

　
林
　
　
（
第
瞬
櫻
巻
第
烈
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
塞
町

京
都
大
学
女
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
齋

　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
編
集
主
任
　

赤
松
俊
秀

京
郡
市
下
京
溝
西
七
条
御
所
ノ
内
璽
町
三
九

　
中
村
印
劇
株
式
会
社
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